
空
自
衛
隊
は
、
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
に
巡
行
ミ
サ

イ
ル
を
搭
載
す
る
予
算
計
上
を
模
索
し
て
い

る
。
国
家
の
安
全
の
た
め
、
国
民
の
幸
福
追
求

権
を
保
障
す
る
た
め
だ
と
い
う
け
れ
ど
、
日
本

と
い
う
国
は
力
に
は
力
を
も
っ
て
対
抗
す
る
、

戦
争
を
厭
わ
な
い
国
を
目
指
す
の
だ
ろ
う
か
。 

 

そ
れ
は
憲
法
第
九
条
の
思
想
と
は
明
ら
か

に
異
な
り
ま
す
。
第
九
条
の
思
想
は
軍
事
に
よ

る
平
和
戦
略
で
は
な
い
。
核
爆
弾
の
威
力
を
直

接
体
験
し
た
国
民
が
選
択
し
た
の
は
、
武
力
で

平
和
を
守
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
、
世
界

に
先
駆
け
軍
事
に
よ
ら
な
い
平
和
戦
略
を
示

す
こ
と
だ
っ
た
。
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
に
巡
行
ミ

サ
イ
ル
搭
載
し
、
や
ら
れ
る
前
に
や
っ
つ
け

る
、
先
手
必
勝
？
そ
れ
で
平
和
は
来
る
の
？
一

時
勝
利
し
た
と
大
本
営
発
表
は
で
き
て
も
戦

争
は
終
わ
ら
な
い
。
戦
争
を
始
め
た
ら
終
わ
れ

な
い
、
行
く
と
こ
ま
で
ゆ
か
ね
ば
終
わ
ら
な

い
。
誰
が
理
性
的
に
核
爆
弾
の
ス
イ
ッ
チ
を
止

め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
日
本
国
憲
法
70

年
の
歴
史
は
そ
の
ド
グ
マ
か
ら
解
放
さ
れ
る

優
れ
た
平
和
戦
略
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。
核
戦
争

時
代
で
あ
れ
ば
こ
そ
無
駄
な
軍
拡
競
争
か
ら

離
脱
し
、
日
本
の
経
済
力
に
よ
っ
て
国
際
紛
争

の
原
因
と
な
る
貧
困
や
格
差
・
差
別
の
解
消
の

た
め
の
国
際
貢
献
す
る
姿
勢
が
、
日
本
に
対
す

る
世
界
か
ら
の
尊
敬
を
勝
ち
と
り
、
平
和
と
安

全
を
護
る
方
法
だ
と
私
は
思
う
。
こ
ん
な
当
た

り
前
の
こ
と
を
、
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
皆
さ

ん
と
今
年
も
声
を
大
に
し
て
語
り
た
い
。 

 

昨
日
と
今
日
を
毎
日
繰
り
返
す
の
が
生
活

の
常
だ
が
、
新
し
い
年
を
迎
え
る
瞬
間
は
、
誰

も
が
「
今
年
こ
そ
は
・
・
・
」
と
思
い
、
多
少

は
晴
れ
や
か
な
気
持
ち
で
過
ご
す
も
の
だ
。
で

も
今
年
は
何
か
暗
澹
た
る
気
分
、
何
か
重
苦
し

い
。
今
年
の
課
題
を
す
こ
し
共
有
し
て
み
た

い
。 

｢

権
力
は
腐
敗
す
る
。
絶
対
権
力
は
、
絶
対

腐
敗
す
る
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
安
倍
一
強

体
制
の
も
と
で
、
憲
法
の
根
本
原
則
を
破
壊
す

る
「
壊
憲
」
が
政
治
日
程
に
乗
っ
て
し
ま
っ
た

か
に
み
え
る
。
し
か
も
、
森
友
・
加
計
学
園
問

題
で
は
権
力
の
私
物
化
が
ま
す
ま
す
明
ら
か

と
な
り
、
政
治
へ
の
信
頼
は
完
全
に
失
わ
れ
、

安
倍
さ
ん
の
「
言
葉
だ
け
丁
寧
で
内
容
薄
弱
な

説
明
」
が
延
々
と
繰
り
返
さ
れ
る
テ
レ
ビ
画
面

が
映
し
出
さ
れ
る
度
に
う
ん
ざ
り
す
る
危
機

的
状
況
に
あ
る
な
か
で
。 

 

そ
ん
な
国
会
の
状
況
を
、
い
や
が
う
え
に
も

憲
法
と
り
わ
け
第
九
条
の
空
洞
化
を
図
る
壊

憲
策
動
に
国
民
は
直
面
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。 

 

憲
法
第
九
条
を
そ
の
ま
ま
に
、
集
団
的
自
衛

権
行
使
の
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
自
衛

隊
を
憲
法
に
明
記
す
る
加
憲
論
。
自
衛
の
た
め

な
ら
何
で
も
で
き
る
憲
法
に
変
え
る
と
い
う

こ
と
だ
。
そ
れ
は
憲
法
上
歯
止
め
の
な
い
実
力

＝
自
衛
力
＝
軍
事
力
を
持
つ
こ
と
を
意
味
し
、

持
っ
て
し
ま
っ
た
強
力
武
器
は
こ
れ
を
使
う

こ
と
必
然
と
な
る
。
安
保
法
制
成
立
を
力
に
、

日
米
安
保
ズ
ブ
ズ
ブ
従
属
関
係
が
加
速
し
航

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

｢主要農産物種子法｣（以下、種子法）が 2018 年 3 月
末に廃止されます。種子生産の法的根拠と財源が失われ
供給が不安定となり、米・麦・大豆の「主要農産物」の
品種が減少し、遺伝子組み換え作物の栽培に道を開くこ
とが強く懸念されています。 

 
危険な「核のゴミ」

について、1984 年、
幌延町に中間貯蔵計
画が浮上して以来、
市民ネットワークは
一貫して施設建設に
反対し、多くの市民
とともに活動を続け
ています。 

種子法の下、都道府県による奨励品種の指定、原々
種・原種の生産、種子生産圃場の指定、種子審査制度な
どの施策が実施され、地域に合った多様な品種が開発さ
れてきました。しかし、国はこの法律の存在が｢民間企
業の参入を阻害している」として、2017年 4月、十分な
審議や農業関係者への説明もなく、種子法の廃止を決定
しました。種子法が廃止されると、今後、種子価格が高
騰し、地域条件等に適合した品種の維持・開発などが衰

上
田 

文
雄 

・ ｢

戦
争
さ
せ
な
い
市
民
の

風
・
北
海
道
」
共
同
代
表 

・
弁
護
士 

前
札
幌
市
長 

  

生活クラブ生活協同組合 理事長 山﨑 栄子 

北海道知事に対し、核のゴミを持ち込ませな
いことを幌延や釧路などの市民団体ととも
に申し入れました。（17 年 9 月、北海道庁
にて） 

2018年号（3） 

国は、2017 年 7 月、高レベル放射性廃棄物「核のゴミ」
の最終処分に関する「科学的特性マップ」を公表しまし
た。全国で開かれた市民向けシンポジウムでは学生を謝
礼で動員する「やらせ」が発覚するなど、処分地選定に
向け躍起になっており、多くの市民が強い憤りを感じて
います。 

2000年、北海道は「核のゴミ受け入れ拒否条例」を制
定し、幌延町及び日本原子力開発機構と「核抜き」｢研
究修了後は埋め戻し、最終処分場にしない」とする三者
協定を締結。幌延での深地層研究期間は「20年程度」と
していますが、原子力発電環境整備機構理事長などが
｢候補地選定では道内も対象」と三者協定を反故にする

発言をくり返しており、なし崩し的に最終処分地にされ
ることが危惧されます。地震列島日本に「核のゴミ」最
終処分の適地はありません。次世代に原発ゼロ社会をし
っかりと引き継ぐため、「北海道へ『核のゴミ』を持ち
込ませない」活動を力強く拡げていきましょう。 
 

 

クローズアップ 

日本の食と農が危ない！ 

種子を守ろう  

幌延、北海道を｢核のゴミ｣の 

最終処分地にさせない！  

退、将来、多国籍企業の
種子しか選べなくなるこ
とも否定できません。食
糧自給率 200％の北海道
農業において、種子は、

多くの人たちが育んでき
た共有財産です。安心で
きる食を守るためには、
同法に代わる新しい法律
が必要です。 
 

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
●
う
え
だ 

ふ
み
お 

１
９
４
８

年
幕
別
町
生
ま
れ
。
中
央
大
学
法
学
部
卒
業
。
78

年
弁
護
士
登
録
。
少
年
事
件
や
医
療
事
故
等
で

困
っ
て
い
る
人
な
ど
の
弁
護
活
動
に
取
り
組

む
。
２
０
０
３
～
15
年
札
幌
市
長
。
現
在
、
弁

護
士
と
し
て
活
動
す
る
傍
ら
「
戦
争
さ
せ
な
い

市
民
の
風
・
北
海
道
」
共
同
代
表
を
務
め
る
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「 

２
０
１
８
年
市
民
の
課
題 

― 

壊
憲
発
議
許
す
ま
じ 

」 
 


